
A・B組(20人) 教科等名

使用教科書

金曜日 MT ST

金曜日 MT ST

(1)

(2)

(3)

月 時数

年間授業時数 35 使用教室 パソコン室

豊田育広 小出

4時間目（11：30～12：20） 豊田育広 阿部恵津子

・３級内容の日本語ワープロ検定
試験の問題を使用し、検定取得を
目指すきっかけとする。

・スクラッチを使用する。
・プログラミングの例を見せ、同
じようにプログラミングを並べる
ようにする。

3

4 2

5 4

6 3

・ワードを使った基本的なビ
ジネス文書作成（日本語ワー
プロ検定３級問題）

・文書の体裁を整えられる。

・スプライプを動かす ・プログラミングの仕組みを知
る。
・プログラミングしたスプライ
トの動きの確認。

・文書内に自分の好きな画像や
図形を挿入し、大きさや配色等
を変更できる。

・パソコン室の使い方（電源
の入れ方、ログイン方法）
・パソコンの基本的な名称

・基本的なコンピュータ操作に
慣れる。

令和6年度　東京都立足立特別支援学校　年間指導計画

単元名 主な学習内容 ねらい 手だて学期

身近な情報モラルについて理解を深め、トラブルに合わないよう、適切に情報機器を扱うことができる。

学部 高等部　職能開発科 学年 1年 学習グループ 情報

なし

曜日・校時
担当教員

3時間目（10：35～11：25）

実習先・就業体験場所で活用できるコンピュータの基本操作を習得する。

文章作成ソフト（MicrosoftOfficeWord)を使用してデジタル文書作成の基礎を身に付ける。
ね
ら
い

10 4

7 3

9

二
学
期

ビジネス文書の作成

ポスター制作

・ワードを使った基本的なビ
ジネス文書作成（日本語ワー
プロ検定４級問題）

・文書の体裁を整えられる。

・プログラミングの仕組みを知
る。
・プログラミングしたスプライ
トの動きの確認。

・図形、画像の挿入

・プログラミングとは
・スプライトを動かす

三
学
期

一
学
期

11 4

プログラミング①

3 3

12 4

1 3

2 3

表を含んだ
ビジネス文書の作成

表を含んだ
ビジネス文書の作成

プログラミング②

マウス・キーボード操作

マウス・キーボード操作

文章入力

スマホ・携帯電話の使い方

ビジネス文書の作成

・マウス操作やキーボード入力は
練習ソフトを使用し、記録から目
標数値を定めて取り組むようにす
る。
・ローマ字入力が大変難しい生徒
の場合、かな入力に指導を切り替
え、苦手意識を高めないよう配慮
する。

・マウス操作（クリック、ダ
ブルクリック、ドラッグ）
・キーボード入力（ローマ字
入力）

・ローマ字入力に慣れ、入力速
度向上を目指すことができる。

・ローマ字入力が大変難しい生徒
の場合、かな入力に指導を切り替
え、苦手意識を高めないよう配慮
する。

・手書き文章入力（日本語
ワープロ検定問題集、歌詞
等）
・読めない漢字の手書き入力
（IMEパッド）

・見本と同様のビジネス文書を
作成できる。
・文書の体裁を整えられる。

・文章入力では、記録（入力文字
数）をグラフ化し、視覚的に提示
をすることによって上達の度合い
を簡単に確認できるようにする。

・歩きスマホ
・スマホ依存症

・スマホや携帯電話の危険性を
理解する。
・スマホや携帯電話でのトラブ
ルの原因と対処法を知る。

・ビデオ教材を視聴し、危険性や
注意しなければならないことにつ
いて具体的なイメージをもてるよ
うにする。

・ワードを使った基本的なビ
ジネス文書作成（日本語ワー
プロ検定４級問題）

・見本と同様のビジネス文書を
作成できる。

・日本語ワープロ検定試験の問題
を使用し、検定取得を目指すきっ
かけとする。

・ワードを使った基本的なビ
ジネス文書作成（日本語ワー
プロ検定３級問題）

・見本と同様のビジネス文書を
作成できる。

・３級内容の日本語ワープロ検定
試験の問題を使用し、検定取得を
目指すきっかけとする。

・日本語ワープロ検定試験の問題
を使用し、検定取得を目指すきっ
かけとする。

・スクラッチを使用する。
・プログラミングの例を見せ、同
じようにプログラミングを並べる
ようにする。

・図形や画像等を文書内に自由に
配置してデザインする方法を習得
し、年賀状の作成などにも応用で
きるようにする。



A・B組(20人) 教科等名

使用教科書

水曜日 MT ST

水曜日 MT ST

(1)

(2)

(3)

月 時数

二
学
期

年間授業時数 35 使用教室 パソコン室

豊田育広 和智幸智

4時間目（11：30～12：20） 豊田育広 堀川香織

・日本語ワープロ検定試験の問題
を使用し、検定取得を目指すきっ
かけとする。

・スクラッチを使用する。
・プログラミングの例を見せ、同
じようにプログラミングを並べる
ようにする。

3

4 3

5 4

6 3

・基本的なビジネス文書作成
（日本語ワープロ検定試験に
対応）

・見本と同様のビジネス文書
（文書作成）を作成する。
・文書の体裁を整えられる。

・スプライプを動かす
・色を変える

・プログラミングの仕組みを知
る。
・プログラミングしたスプライ
トの動きの確認。

・基本的な関数の使い方を学
び、数値が変わっても計算でき
ることを理解できる。
・コンピュータに計算させると
いうことを体験的に学ぶ。

・テンキーの使い方（PCと接
続、NumLock）
・ホームポジションの確認

・テンキーの使い方と使用する
意義を理解できる。
・ホームポジションを意識し、
入力速度が向上するよう練習で
きる。

令和6年度　東京都立足立特別支援学校　年間指導計画

単元名 主な学習内容 ねらい 手だて学期

身近な情報モラルについて理解を深め、トラブルに合わないよう、適切に情報機器を扱うことができる。

学部 高等部　職能開発科 学年 2年 学習グループ 情報

なし

曜日・校時
担当教員

3時間目（10：35～11：25）

関数を使った数値処理

・最大、最小関数入力
（MAX、MIN関数）

・基本的な関数の使い方を学
び、数値が変わっても計算でき
ることを理解できる。
・コンピュータに計算させると
いうことを体験的に学ぶ。

・プログラミングの仕組みを知
る。
・プログラミングしたスプライ
トの動きの確認。

・順位関数入力（RANK関数）

・スプライプを動かす
・大きさを変える

実習先・就業体験場所で活用できるコンピュータの基本操作を習得する。

表計算ソフト（MicrosoftOfficeExcel）を使用して、一覧表の作成方法と関数を使用した数値処理の基本操作を身に付ける。
ね
ら
い

10 4

7 4

9

関数を使った数値処理

テンキーを使った数値入力

表計算ソフトの基礎

表計算ソフトの基礎

SNSのトラブル

関数を使った数値処理

・テンキーのタイピングソフトを
使用し、結果をグラフ化して視覚
的に提示することで目標を定めや
すくする。

・Excelの各部名称（開き
方、ワークシート、セル等）
・セルにデータ入力
・オートフィル入力

三
学
期

一
学
期

11 3

プログラミング③

3 3

12 3

1 3

2 3

表を含んだ
ビジネス文書の作成

表を含んだ
ビジネス文書の作成

プログラミング④

・Excelの各部部分の名称を知
り、教員の説明を理解できるよ
うにする。

・情報処理技能検定試験（表計
算）4級の問題集を使用し、検定取
得を目指すきっかけとする。

・数式入力
・合計と平均計算（関数使
用）
・基本的な一覧表作成

・基本操作を通じ、Excelで表
を作成する良さに気づく。

・情報処理技能検定試験（表計
算）4級の問題集を使用し、検定取
得を目指すきっかけとする。

・個人情報の取り扱い（連絡
先の交換や公開）
・メッセージやメールを書く
ときの注意点

・身近なSNSのトラブルを知
り、自らの使い方を振り返るこ
とができる。
・SNSの使い方で気を付けなけ
ればならないことについて理解
できる。

・ビデオ教材を視聴し、注意しな
ければならないことについて具体
的なイメージをもてるようにす
る。

・合計、平均関数入力
（SUM、AVERAGE関数)

・基本的な関数の使い方を学
び、数値が変わっても計算でき
ることを理解できる。
・コンピュータに計算させると
いうことを体験的に学ぶ。

・情報処理技能検定試験（表計
算）4級の問題集を使用し、検定取
得を目指すきっかけとする。

・基本的なビジネス文書作成
（日本語ワープロ検定試験に
対応）

・見本と同様のビジネス文書
（速度入力）を作成する。
・文書の体裁を整えられる。

・日本語ワープロ検定試験の問題
を使用し、検定取得を目指すきっ
かけとする。

・情報処理技能検定試験（表計
算）4級の問題集を使用し、検定取
得を目指すきっかけとする。

・スクラッチを使用する。
・プログラミングの例を見せ、同
じようにプログラミングを並べる
ようにする。

・情報処理技能検定試験（表計
算）4級の問題集を使用し、検定取
得を目指すきっかけとする。



A・B組(20人) 教科等名

使用教科書

木曜日 MT ST

木曜日 MT ST

(1)

(2)

(3)

月 時数

年間授業時数 35 使用教室 パソコン室

豊田育広 堀川香織

2時間目（9：40～10：30） 豊田育広 忍田裕嗣

・３年間の思い出が伝わる発表が
できるように促す。

・３年間の思い出が伝わる発表が
できるように促す。

3

4 3

5 4

6 4

・発表の練習（スライドの実
行、配布資料の作成）

・３年間の思い出をスライドに
まとめ、自分の言葉で発表でき
る。

・卒業論文発表会（3年間の
学習成果発表）

・３年間の思い出をスライドに
まとめ、自分の言葉で発表でき
る。

・見やすいスライドとなるよう
コメントや感想との組み合わせ
を考えながら作成できる。

・新規のスライド作成
・表や図形、画像の挿入

・今まで学習してきた
MicrosoftOfficeの機能を思い
出しながら簡単なスライドを作
成できる。

令和6年度　東京都立足立特別支援学校　年間指導計画

単元名 主な学習内容 ねらい 手だて学期

3年間の学習で身に付けたパソコン操作を効果的に活用し、自分の思い通りにスライドをデザインし作成できる。

学部 高等部　職能開発科 学年 3年 学習グループ 情報

曜日・校時
担当教員

1時間目（8：45～9：35）

実習先・進路先等で活用できるコンピュータの基本操作を習得する。

プレゼンテーションソフト（MicrosoftOfficePowerpoint）を使用してスライド作成の基本操作を習得する。
ね
ら
い

10 4

7 3

9

二
学
期

卒業論文の作成
（3年間の学校生活を振り

返る）

卒業論文の作成
（3年間の学校生活を振り

返る）

・スライドデザインの設定 ・見やすいスライドとなるよう
背景色との組み合わせを考えな
がら作成できる。

・見やすいスライドとなるよう
文字の大きさや色、字体との組
み合わせを考えながら作成でき
る。

・コメントや感想の挿入

・文字のフォントや色の変更

三
学
期

一
学
期

11 4

卒業論文の作成
（3年間の学校生活を振り

返る）

3 3

12 3

1 3

2 3

卒業論文の発表
（3年間の学校生活を振り

返る）

卒業論文の発表
（3年間の学校生活を振り

返る）

卒業論文の発表
（3年間の学校生活を振り

返る）

パワーポイントの基礎

パワーポイントの基礎

著作権と肖像権

著作権と肖像権

卒業論文の作成
（3年間の学校生活を振り

返る）

・見本とおりに作成できることを
目標とし、スライドを作成するに
あたって必要な基本操作を身に付
ける。

・アニメーションの設定
・スライドショーの実行
プレゼンテーションソフトの
基本的な操作方法

・説明をよく聞いて操作し、見
本と同様のスライドを作成でき
る。

・見本とおりに作成できることを
目標とし、スライドを作成するに
あたって必要な基本操作を身に付
ける。

・身近な著作権（レンタル
CD、DVD、本のコピー）

・著作権と肖像権とは何かを知
り、著作物を適切に利用しよう
という気持ちを養う。

・興味関心をもって学習に取り組
めるよう、確認問題をクイズ形式
にする。

・肖像権の侵害（スマホや携
帯電話のカメラの使い方）

・著作権や肖像権は身近に存在
し、侵害してしまう具体例につ
いて理解を深める。

・興味関心をもって学習に取り組
めるよう、確認問題をクイズ形式
にする。

・イラストや写真の挿入 ・見やすいスライドとイラスト
写真との組み合わせを考えなが
ら作成できる。

・見やすいスライドにするため、
様々な重なり等に注意するよう促
す。

・３年間の学習を振り返った
卒業論文と発表資料作成

・３年間の思い出をスライドに
まとめ、自分の言葉で発表でき
る。

・３年間の思い出が伝わる発表が
できるように促す。

・見やすいスライドにするため、
様々な重なり等に注意するよう促
す。

・見やすいスライドにするため、
様々な重なり等に注意するよう促
す。

・見やすいスライドにするため、
様々な重なり等に注意するよう促
す。


